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令和７年度青森県発達障がい者支援地域協議会



令和７年度青森県発達障がい者支援センター「ステップ」事業

青森県発達障がい者支援ｾﾝﾀｰ運営事業

１．相談支援事業 ※医療相談含む
２．発達支援事業
３．就労支援事業
４．普及・啓発事業

青森県発達障がい者支援体制整備事業

１．発達障がい児者支援スキルアップ研修
  （１）アセスメントツール実践研修（PARS-TR・TASP研修会等）

  （２）公開講座
  （３）CAREﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研修会
  （４）青森県子どもの発達と行動に関する  チェックシート導入研修会

  （５）青森県子どもの発達支援ガイドブック活用研修会
２．家族サポート応援事業
  （１）ﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ指導者養成研修会事業

・ペアレント・トレーニング指導者養成研修会
・ペアレント・トレーニングフォローアップ
・ペアレント・トレーニング（実践事業）

  （２）ピアサポート推進事業
 ・家族対象研修会
 ・ペアレントメンターによる傾聴事業
 ・ペアレント・プログラム事業
３．発達障がい地域連携強化事業
４．かかりつけ医等発達障がい対応力向上研修
５．発達障がい専門医療機関初診待機解消モデル事業
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本日の報告事業
（2事業）

青森県発達障がい者支援体制整備事業

１．発達障がい児者支援スキルアップ研修

『アセスメントツール実践研修

～TASP＆SAPLI研修事業～』について

２．家族サポート応援事業

『ペアレント・トレーニング事業指導者養成

研修事業について』
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１．発達障がい児者支援スキルアップ研修

『アセスメントツール実践研修

～TASP＆SAPLI研修事業～』について
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 保育士・幼稚園教諭が作成する「保育記録」を体系化

 保育の５領域（言葉・人間関係・環境・健康・表現）に沿った、対象児
の具体的な行動を尋ねる１２９項目を、統計的手法により３５項目
に選別。

 調査形式： 質問紙 他者評定式（保育士、幼稚園教諭など）

 質問項目： 適応行動や不適切な行動の有無や程度の評価

３５項目 ○・△・×の３段階評定

 特徴・活用： 短時間での実施が可能。 行動の評定から、対象児
の 「できていること、困難なこと」の確認や、継続した実施により
「成長が見られる面、学年が上がっても難しい面」を見出すことも
できる。

TASP (Transitional Assessment Sheet for Preschoolers)
保育・指導要録のための発達評価シート

出 典：2020厚労科研辻井班（発達研修）
「幼児期の適応行動評価 TASP」作成担当者・：高柳伸哉



言葉の遅れ社会性困難 こだわり

多動・衝動性

発達特性に応じた３指標７領域（35項目）で構成

不注意

微細運動困難 粗大運動困難

①ADHD指標

②ASD指標

③DCD（発達性協
調運動症）指標

TASPの尺度構成

外在化指標・・・ 落ち着き ＋ 注意力

内在化指標・・・ 社会性＋順応性＋コミュニケーション＋粗大運動

学業指標 ・・・ 注意力＋コミュニケーション＋微細運動

総合指標 ・・・ ７領域全ての合計

合
成
変
数

出 典：2020厚労科研辻井班（発達研修）
「幼児期の適応行動評価 TASP」作成担当者・：高柳伸哉



＜TASPの評定方法＞

• 望ましい行動

（適応行動）

いつもできる ＝ ○

たまにできる ＝ △

全くできない ＝ ✕

• 望ましくない行動

（不適応行動）

全くしない  ＝ ○

たまにしてしまう ＝ △

いつもしてしまう ＝ ✕

領域ごとに、各項目の「△の数」と
「○の数×２」を算出して合計得点を出す。

→ Vineland-IIと類似

得点が高いほど、
適応行動が多く
不適切な行動が
少ないことを表す。

出 典：2020厚労科研辻井班（発達研修）
「幼児期の適応行動評価 TASP」作成担当者・：高柳伸哉



解釈と支援
（2種類の得点を算出する）

8

領域得点 7領域の発達障害特性の程度を表す 具体的な発達上の課題を
示しているので、それぞ
れの子どもに対して、「ど
のような支援を行えばよ
いのか」具体的な支援の
方法を考えるためのヒン
トとなる

指標得点 実施にどのような不適応問題につなが
る可能性があるかを表す

複数の領域得点を集約し
た得点であり、支援の必
要性について教えてくれ
る

出 典：保育・指導要録のための発達評価シートTASP解説書
発行者：株式会社 スペクトラム出版社
著作権：保育・指導要録のための発達評価シート開発チーム 監修者：辻井正次 開発責任者 伊藤大幸 開発副責任者 浜田恵



TASPのまとめ

• 在籍する幼児を対象に、保育士・幼稚園教諭等が評価する質問紙

• 具体的な行動指標を用いているため、できていること（適応行動）とでき

ていないこと（支援課題）を確認することができ、生活における 子ども

への支援策の検討につながる。

• 従来の保育士・幼稚園教諭による対象児の主観的な評価に加え、同じ月

齢帯の幼児における対象児の「客観的な発達指標」を算出し、発達を多面

的に評価できる。

• 対象児の発達特性と行動特徴の把握を職員間で共有し、

就学時に園から学校への引き継ぎ、情報伝達にも活用できる。

→ 情報共有、支援の引き継ぎ、小1プロブレム予防

出 典：2020厚労科研辻井班（発達研修）
「幼児期の適応行動評価 TASP」作成担当者・：高柳伸哉
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『TASP研修会』
（令和７年７月６日（日）開催）

主催：青森県・青森県発達障がい者支援センター「ステップ」
協力：NPO法人アスペ・エルデの会

• 午前講義：「子どもの
行動評価から支援につ
なげる（TASPクラウ
ド）セミナー」

• 午後講義：「幼児期の
社会性発達支援 遊び
を通してコミュニケー
ションに働きかける
（SAPLI)」

• 県内全域より７０名の
支援者が参加
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『TASP下北 第1回研修会』
（令和７年９月１４日（日）開催）

（共催）
・NPO法人アスペ・エルデの会
・青森県立保健大学健康科学部

社会福祉学科田中教室
・青森県発達障がい者支援セン

ター「ステップ」

（後援）

・むつ市・大間町・東通村

※下北地区をモデル地域として実施。

※下北地区支援者４９名の受講あり。
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下北地区の
関係機関で協働しながら実施

『チーム下北』

• 自治体（むつ市・大間
町・東通村）

• 児童発達支援センター

• 児童発達支援事業所

• 相談支援事業所

• 県スクールカウンセラー

• 県障がい福祉課

• 県発達障がい者支援セ
ンター「ステップ」
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（共催）
・NPO法人アスペ・エルデの会
・青森県立保健大学健康科学部

社会福祉学科田中教室
・青森県発達障がい者支援セン

ター「ステップ」

（後援）

・むつ市・大間町・東通村

【内容】

・下北地区でのTASP＆SAPLI実践に
ついて発表（保育所・幼稚園・児童発達
支援センター・児童発達支援事業所・自
治体等の予定）

・事例検討会 等
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『TASP下北 第２回研修会・事例検討会』
（令和８年２月１１日（水・祝）開催）



TASP＆SAPLI事業の今後の取組案

• 次年度も、下北地区を中心に、勉強会及び
事例報告会を継続。

• 今後、下北地区をモデルに、県内各地域へ、
本アセスメントを発信していきたい。

• 県内各地域での定着を目指す。
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２．家族サポート応援事業

『ペアレント・トレーニング（PT)事業指導者
養成研修事業について』

～ティーチャーズトレーニング（TT)事業を含む～
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17

ペアレント・トレーニング（PT)指導者養成研修事業



受講状況について（R5～R７)
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保健 自治体保健師

福祉 児童発達支援センター・児童発達支援事業所・放課後等デイサービス、
相談支援事業所・児童相談所

保育 保育園



青森県発達障がい者支援センター「ステップ」主催 「ペアレント・トレーニング指導者養成研修会」

受講状況について（R5～R７)
令和５年度

東青地域 ５機関

下北地域 ２機関

中南・西北五地域 ８機関

三八・上十三地域 3機関
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令和６年度

東青地域 ３機関

下北地域 ４機関

中南・西北五地域 ７機関

三八・上十三地域 １０機関

令和５～７年度計

東青地域 １１機関

下北地域 ８機関

中南・西北五地域 ２１機関

三八・上十三地域 １６機関

合計 ５６機関

令和7年度

東青地域 ３機関

下北地域 ２機関

中南・西北五地域 ６機関

三八・上十三地域 3機関



ペアレント・トレーニング事業実施状況

ステップ主催「ペアレント・トレーニング指導者養成研修会」（R5～R7）
受講者及びスタッフ（インストラクター等）の、地域での事業実施状況

※グループセッション実施状況について（R９年１月１６日時点 ステップ把握）
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青森（東青）地域 ６機関

下北地域 ５機関

中南・西北五地域 ４機関

三八・上十三地域 ５機関

２０機関



ペアレント・トレーニング（PT)の実践及び人材育成

〇令和５年より、当センター
主催及び共催で保護者参加
PT事業を実施。

（全６回のプログラム）

〇地域の自治体や事業所等
と協働しながら実施。

〇当センター職員のPT実践
力の向上もねらいとし、実施
した。

〇青森地区ペアレント・メン
ターもスタッフとして事業参
加をいただいた回もあり。
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【PT実践】



PT事業参加保護者からの感想

• 子どもの困った言動を増やしているのは自分の言動だったな
と改めて気づかされました。

• まずは自分に余裕を持つことが大事だと改めて思いました。
怒るよりも褒める方が効果も大きいし、子どもも自分も良い
気持ちになれました。

• 子どもを怒る回数が減りました。一歩下がった所から子ども
を見るようになりました。

• 子どものことを中心に始めたことだが、自分自身の気づきや
対応の変化が一番大きく、それが子どもに大きく影響するこ
とを理解できました。

• 気持ちにゆとりができました。子どもと接するときにピリピリ
することが減りました。

• 子どものことをよく見るようになり、ほめることが増えました。
• 効果的な子どもとの関り方を知ることができました。
• 子どもへの対応に自信が持てるようになりました。 等
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ティーチャーズ・トレーニング（TT）研修会
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〇令和６年度、保護者を対象
としたPTを学校や保育・幼児
教育に係る方々向けに応用し
たプログラムである、「ティー
チャーズ・トレーニング（TT)」
研修会を主催。

地域の保育士・幼稚園教諭等
対象とし開催した。

〇令和７年度は、自治体等主
催で、本研修会を開催。

〇地域の各機関より、本プロ
グラムをテーマとした研修依
頼が増えている。



令和６～７年度
ティーチャーズトレーニング（TT)事業
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年度 本研修事業依頼機関 研修会受講対象

令和
6年度

小学校（東青地区） 小学校教諭

保育所（東青宇地区） 保育士

令和
7年度

保育所（下北地区） 保育士・小学校教諭
学童クラブ指導員・保健師 等

自治体（東青地区） 保育士・幼稚園教諭

教育委員会（上十三地区） 小学校教諭・中学校教諭

特別支援教育研究協議会（東青地区） 小学校教諭・中学校教諭

療育福祉センター（東青地区） 保育士・幼稚園教諭
保健師 等



ティーチャーズ・トレーニング研修事業

受講者からの感想
• ロールプレイで自分もほめられることを体験し、「ほめ
られるってこんなに嬉しいことなんだ」と改めて気づい
た。

• 保育士がこどもをほめることが増えたことで、子ども同
士でも互いにほめあうことが増えた。大人はこどもの
見本であることを再確認した。

• 子どもとの関係が良くなった。
• 子どもを注意すると、自分も気持ちが沈み、立て直すこ
とに時間がかかっていたが、ほめることを意識すること
で、気持ちが楽になった。心が元気になったと感じる。

• ほめること、そして戦略的無視の意味を理解して関わ
ることで、気持ちに余裕ができた。冷静に、穏やかに話
せることが増えた。

• ますます子どもが可愛いと思えるようになった。
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ペアレント・トレーニング事業
＆

ティーチャーズ・トレーニング事業の
今後の取組（案）

• 次年度も、「ペアレント・トレーニング指導者養
成研修会」及び「ティーチャーズ・トレーニング
研修会」を開催予定。

• 両事業とも、地域の自治体、各機関等と協働し
て取り組み、県内各地域でのPT事業及びTT事
業の定着を目指す。
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